
は

じ

め

に

対
馬
藩
に
よ
る
日
朝
貿
易
の
主
力
輸
入
品
の
一
つ
に
、
朝
鮮
人
参
が
あ
る
。
近

世
中
期
ま
で
の
対
馬
藩
は
、
輸
入
し
た
人
参
を
江
戸
の
人
参
座
な
ど
で
販
売
し
て

い
た
。
こ
の
人
参
座
に
つ
い
て
は
、
今
村
鞆
氏
や
田
代
和
生
氏
の
研
究
に
よ
っ
て

多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
人
参
座
で
の
販
売
は
、
請
負
商
人
を
指

揮
し
つ
つ
対
馬
藩
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
、
藩
に
大
き
な
収
益
を
も
た
ら

（
�
）

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
は
近
世
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
の
、
対
馬
の
町
人
が
大
坂
な
ど
に
人
参
を
持
ち
込
む
事
例
に
着
目
す
る
。

こ
れ
は
、
従
来
の
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
参
の
流
通
形

態
で
あ
り
、
対
馬
藩
の
輸
入
し
た
人
参
が
国
元
で
町
人
に
渡
さ
れ
、
町
人
の
手
で

大
坂
に
持
ち
込
ま
れ
る
形
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
人
参
流
通
の
存
在
自
体
を
提
示
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
明
和
期
の
大

坂
で
起
こ
っ
た
人
参
御
吟
味
一
件
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
明
和
二
年
（
一
七

六
五
）
に
対
馬
藩
の
家
中
と
町
人
、
合
わ
せ
て
四
十
二
名
が
突
如
、
大
坂
町
奉
行

所
に
呼
び
出
さ
れ
、
人
参
流
通
に
関
し
て
吟
味
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
事
件
で

あ
る
。
な
お
、
史
料
は
、
こ
の
一
件
に
関
わ
る
書
状
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
大
坂
町

御
奉
行
所
�
人
参
御
吟
味
一
件
ニ
付
御
國
者
御
呼
登
御
用
江
戸
大
坂
往
復
書
状
」

（
以
下
「
往
復
書
状
」
と
略
す
）
と
、
日
記
の
抜
書
で
あ
る
「
人
参
銅
御
吟
味
有

之
御
國
御
家
中
并
町
人
数
十
人
大
坂
町
御
奉
行
所
�
御
呼
登
一
件
日
帳
書
抜
」

（
�
）

（
以
下
「
日
帳
書
抜
」
と
略
す
）
を
用
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
和
期
前
後
の
日
朝
貿
易
に
関
し
て
、
対
馬
藩
が
輸
入
し
た
人
参

（
�
）

の
量
に
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
中
村
質
氏
に
よ
る
と
、
宝
暦
三
年

（
�
）

（
一
七
五
三
）
の
私
貿
易
で
は
輸
入
品
の
中
に
人
参
は
み
え
な
い
。
一
方
、
森
晋

一
郎
氏
に
よ
る
と
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
は
六
七
斤
余
、
同
五
年
（
一
七

七
六
）
に
は
三
六
斤
余
、
同
六
年
（
一
七
七
七
）
に
は
五
二
斤
余
、
同
七
年
（
一

七
七
八
）
は
三
斤
余
、
同
八
年
（
一
七
七
九
）
は
三
斤
、
天
明
二
年
（
一
七
八

（
�
）

二
）
は
四
斤
余
が
、
私
貿
易
で
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
。
中
村
氏
が
取
り
上
げ
た
宝

暦
三
年
の
史
料
に
は
、
私
貿
易
で
の
人
参
の
輸
入
は
み
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の

私
貿
易
で
は
年
度
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
も
の
の
、
安
永
期
に
も
人
参
の
輸
入
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
私
貿
易
で
の
輸
入
だ
が
、
人
参
は
公
貿

易
で
も
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
は
安
永
期
に
も
輸
入
が
継
続
し
て
お
り
、
森

氏
に
よ
る
と
安
永
四
年
〜
同
八
年
・
天
明
二
年
の
平
均
は
三
七
斤
余
に
な
る
と
い

（
�
）
う
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
公
貿
易
の
分
も

合
わ
せ
る
と
、
明
和
期
に
も
人
参
の
輸
入
は
、
途
絶
せ
ず
に
続
い
て
い
た
こ
と
に

明
和
期
大
坂
に
お
け
る
人
参
流
通
と
対
馬
町
人

𠮷

川

潤

―１７ ―



な
る
。

第
一
章

大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
吟
味

ま
ず
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
人
参
御
吟
味
一
件
に
つ
い
て
、「
往
復
書

（
�
）

状
」
に
収
め
ら
れ
た
書
状
に
よ
っ
て
、
一
件
の
概
要
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

対
馬
藩
の
大
坂
屋
敷
が
、
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
吟
味
が
本
格
化
す
る
情
報
を

得
た
の
は
、
明
和
二
年
六
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
（
同
年
六
月
十
三
日
付
書

状
）。
大
坂
屋
敷
に
知
ら
せ
た
の
は
、
大
坂
町
奉
行
所
の
同
心
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
江
戸
表
に
出
さ
れ
て
い
た
伺
に
つ
い
て
、
前
日
（
十

日
）
に
「
御
伺
之
内
通
詞
方
之
者
相
加
り
候
付
、
其
筋
ニ
相
糺
候
様
ニ
」
と
の
下

知
が
届
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
対
馬
藩
の
大
坂
屋
敷
で
は
、
館
入
与
力
の

古
屋
甚
兵
衛
に
も
問
い
合
わ
せ
て
お
り
、「
通
詞
外
町
人
共
�
人
参
此
元
ニ
而
賣

払
候
名
前
ハ
先
達
吟
味
之
節
問
屋
并
中
買
之
町
人
と
も
�
申
出
」
て
お
り
、
そ
の

人
数
の
内
「
對
州
�
呼
登
被
申
手
当
」
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
大
坂
で

人
参
を
売
り
払
っ
た
対
馬
藩
の
通
詞
・
町
人
が
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
訳

だ
が
、
幕
府
で
は
通
詞
の
者
が
加
わ
っ
て
い
る
点
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。右

の
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
吟
味
は
既
に
以

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。「
日
帳
書
抜
」
に
は
、「
右
一
件
酉
（
明
和
二
年
）
正
月

（
�
）

三
日
�
事
起
り
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
が
、
こ
の
正
月
の
動
き
に
つ
い
て
は
詳

細
が
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、「
往
復
書
状
」
に
は
、
明
和
二
年
正
月
十
九
日
に
大

坂
屋
敷
の
大
石
傳
十
郎
・
古
川
忠
右
衛
門
が
国
元
に
送
っ
た
書
状
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

〔
史
料
１
〕

薬
種
屋

正
月
七
日
付
立

綷
屋
久
右
衛
門

同
十
一
日
御
呼
出

綷
屋
庄
五
郎

此
跡
相
知
不
申
候

塩
野
屋
太
郎
兵
衛

田
邊
屋
清
兵
衛

鳥
飼
屋
忠
右
衛
門

御
国
問
屋

正
月
十
一
日
夕
付
立

奈
良
屋
惣
右
衛
門

此
跡
相
知
不
申
候

同
津
嶋
屋
孫
兵
衛

壱
州
問
屋

嶋
屋
権
兵
衛

以
上

史
料
中
の
「
付
立
」
の
意
味
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
大
坂
の
薬
種
屋
が
町

奉
行
所
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
て
お
り
、
対
馬
問
屋
や
壱
岐
問
屋
ら
も
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
は
、
呼
び
出
し
を
受
け
た
薬
種
屋
と
し
て
、
綷
屋

久
右
衛
門
の
名
も
み
え
る
。
こ
の
綷
屋
は
か
つ
て
対
馬
藩
の
大
坂
借
銀
を
中
心
に

（
�
）

な
っ
て
支
え
た
銀
主
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
対
馬
藩
と
の
関
わ
り
は
は
っ
き

り
し
な
い
。
薬
種
屋
と
あ
る
の
で
、
対
馬
藩
の
薬
種
の
販
売
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
町
奉
行
所
は
、
こ
の
綷
屋
も
今
回
の
人
参
販
売
に
関
わ
っ
て
い
る
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と
み
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
和
二
年
二
月
二
日
付
の
書
状
に
は
、
大

坂
で
御
国
問
屋
ら
が
捕
ら
え
ら
れ
、
他
に
も
捕
ら
え
ら
れ
た
者
が
多
く
あ
る
と
い

う
記
述
も
み
え
る
。〔
史
料
１
〕
で
は
「
此
跡
相
知
不
申
」
と
な
っ
て
い
た
奈
良

屋
や
津
嶋
屋
も
、
捕
ら
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
か
ら
の
吟
味
の
結

果
が
、
江
戸
へ
伺
と
し
て
送
ら
れ
、
下
知
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
次
の
史
料
は
大
坂
屋
敷
の
大
石
傳
十
郎
・
古
川
繁
右
衛
門
が
対
馬
藩
の

（
�
）

江
戸
屋
敷
に
送
っ
た
、
明
和
二
年
六
月
十
三
日
付
の
書
状
の
一
節
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕

御
国
之
義
、
御
当
地
ニ
而
当
正
月
以
来
人
参
賣
払
候
義
ハ
不
相
成
、
素
薬
種

其
外
商
賣
物
差
登
取
捌
候
義
、
問
屋
共
并
掛
合
之
町
人
共
御
咎
ニ
付
相
塞
候

付
、
諸
色
注
文
物
調
下
不
相
成
、
銀
銭
殊
外
不
自
由
ニ
有
之
、
家
別
小
遣
銭

ニ
差
支
、
当
七
月
節
季
者
只
今
之
模
様
ニ
候
得
者
取
引
彼
是
大
ニ
差
支
候

段
、
忠
蔵
・
伊
助
噂
仕
候
。
又
々
此
節
よ
り
御
吟
味
ニ
相
成
候
得
者
、
済
口

ハ
年
越
ニ
相
成
可
申
候
。
其
間
ハ
右
品
々
取
引
不
相
成
と
相
見
、
極
々
御
国

許
之
御
差
支
ニ
相
成
可
申
哉
と
奉
存
候
。

当
正
月
以
来
、
大
坂
で
人
参
を
売
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
問
屋
や
町
人
ら

が
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
対
馬
か
ら
薬
種
な
ど
の
商
品
を
大
坂
に
送
っ
て
販
売

す
る
こ
と
や
、
大
坂
か
ら
商
品
を
対
馬
に
調
え
下
す
こ
と
も
困
難
に
な
り
、
国
元

で
は
難
渋
し
て
い
る
と
い
う
。
大
坂
の
対
馬
問
屋
ら
が
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

国
元
の
経
済
状
態
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た

取
引
は
、
対
馬
藩
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
蔵
物
の
販
売
と
い
う
よ
り
、
対
馬
の
城

下
町
の
住
民
と
大
坂
と
の
取
引
を
指
し
て
い
る
が
、
対
馬
の
城
下
町
（
府
中
）
の

経
済
に
と
っ
て
、
大
坂
の
対
馬
問
屋
ら
が
果
た
し
て
い
た
役
割
は
小
さ
く
な
か
っ

た
と
い
え
よ
う
。

明
和
二
年
八
月
十
日
付
の
書
状
に
よ
る
と
、
七
月
九
日
に
な
っ
て
大
坂
町
奉
行

（
西
）
の
興
津
能
登
守
か
ら
対
馬
藩
の
大
坂
屋
敷
に
対
し
、「
御
國
許
�
御
呼
登
之

面
々
」
に
つ
い
て
の
仰
せ
渡
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
対

馬
藩
で
は
一
部
の
町
人
を
大
坂
に
登
ら
せ
る
一
方
、
残
る
町
人
ら
に
つ
い
て
大
坂

に
登
る
の
を
引
き
延
ば
そ
う
と
す
る
工
作
を
行
っ
て
い
る
（
同
年
八
月
二
十
日
付

・
同
年
九
月
十
日
付
書
状
）。
そ
の
工
作
の
内
容
は
、
九
月
十
九
日
付
の
伺
書
に

（
�
）

よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
明
ら
か
と
な
る
。

〔
史
料
３
〕

先
達
而
國
許
之
者
共
御
尋
之
儀
ニ
付
被
召
登
候
段
被

仰
渡
、
早
速
差
登
候

手
当
仕
候
。
然
處

公
儀
就
御
慶
事
訳
官
相
招
候
様
当
六
月
蒙

仰
候
付
、
前
例
之
通
向
々
之
要

用
申
付
置
候
處
、
今
度
御
呼
登
町
人
之
内
二
十
人
程
右
用
掛
諸
用
申
付
置
候

者
共
ニ
而
、
其
上
連
年
之
不
勝
手
ニ
付
、
兼
々
勝
手
方
仕
送
等
を
申
付
置
、

信
使
・
訳
官
等
ニ
ハ
大
分
之
物
入
御
座
候
故
、
訳
官
渡
海
前
差
登
候
而
ハ
用

意
方
必
至
与
差
支
、
諸
事
相
調
不
申
当
惑
至
極
之
仕
合
御
座
候
得
共
、
御
差

図
之
御
旨
ニ
候
得
ハ
、
訳
官
渡
海
諸
礼
式
相
済
メ
候
後
差
登
度
与
之
儀
難
願

上
、
又
ハ
御
尋
之
趣
被

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
於
手
前
相
糺
其
訳
申
上
度
与
之

儀
も
難
申
上
候
。
譯
官
渡
海
之
儀
者
、
全
ク
自
分
之
儀
ニ
而
無
之
、
殊
此
度

ハ
差
急
来
正
月
中
ニ
渡
海
仕
候
様
朝
鮮
国
江
申
達
候
使
者
先
達
而
差
遣
置
候

得
ハ
、
諸
向
之
手
当
延
々
ニ
難
仕
、
外
ニ
可
仕
様
無
之
当
惑
之
次
第
御
座

候
。
依
之
何
れ
之
筋
ニ
取
計
可
然
御
事
ニ
候
哉
。

こ
の
六
月
に
訳
官
使
を
招
く
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
呼
び
出
し
を
受
け
た

町
人
の
内
に
は
、
そ
の
用
意
方
に
関
わ
っ
て
い
る
者
が
お
り
、
勝
手
方
仕
送
り
を

引
き
受
け
て
い
る
者
も
い
る
の
で
、
彼
ら
を
大
坂
に
差
し
出
し
て
は
訳
官
を
迎
え
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（
�
）

る
の
に
差
支
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
対
馬
藩
と
し
て
は
、
訳
官
使
が
済

ん
で
か
ら
そ
の
者
た
ち
二
十
名
を
差
し
出
す
か
、
御
尋
ね
の
趣
旨
を
仰
せ
付
け
て

く
れ
れ
ば
対
馬
藩
の
方
で
糺
し
て
返
答
す
る
と
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
。

対
馬
藩
と
し
て
は
、
訳
官
使
を
理
由
に
町
奉
行
所
の
吟
味
を
延
ば
す
か
、
対
馬

藩
の
方
で
糺
し
て
結
果
だ
け
を
報
告
し
よ
う
と
工
作
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
結
果
が
出
な
い
内
に
、
既
に
着
坂
し
て
い
た
町
人
十
二
人
に
つ
い
て
、
吟
味

が
始
ま
っ
た
。
明
和
二
年
十
月
十
九
日
付
の
書
状
に
よ
る
と
、
十
月
十
三
日
に
大

坂
町
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
対
馬
町
人
た
ち
は
、
そ
の
ま
ま
引
き
留
め
ら

れ
、
十
六
日
に
な
っ
て
入
牢
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
以
前
か
ら

大
坂
に
滞
在
し
て
い
た
対
馬
町
人
五
名
と
壱
岐
の
七
之
助
も
、
共
に
入
牢
を
仰
せ

付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
十
月
十
三
日
に
大
坂
に
到
着
し
た
町
人
ら
も
十
九

日
に
大
坂
町
奉
行
所
へ
呼
び
出
さ
れ
て
、
入
牢
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
年

十
月
十
九
日
付
書
状
）。
こ
う
し
て
本
格
的
な
吟
味
が
始
ま
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

吟
味
に
当
た
っ
て
い
た
大
坂
町
奉
行
の
興
津
能
登
守
が
、
十
一
月
十
九
日
に
罷
免

さ
れ
た
た
め
、
吟
味
は
後
任
が
大
坂
に
着
く
ま
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
し
い

大
坂
町
奉
行
（
西
）
曲
渕
甲
斐
守
が
着
任
し
た
の
は
、
翌
明
和
三
年
（
一
七
六

六
）
三
月
二
十
八
日
で
あ
る
（
同
年
四
月
三
日
付
書
状
）。

明
和
三
年
五
月
十
日
、
大
坂
屋
敷
は
曲
渕
甲
斐
守
に
対
馬
町
人
十
四
名
が
着
坂

し
た
と
の
届
を
出
し
て
い
る
（
同
年
五
月
十
三
日
付
書
状
）。
こ
の
者
た
ち
に
は

訳
官
の
用
向
き
を
申
し
付
け
て
い
た
が
、「
此
節
訳
官
用
向
假
成
ニ
取
繕
」
い
差

（
�
）

し
登
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
月
十
六
日
に
は
、
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
家

中
の
内
、
阿
比
留
傳
右
衛
門
と
糸
瀬
伊
左
衛
門
が
着
坂
し
た
と
の
届
が
出
さ
れ
て

い
る
（
同
年
五
月
十
七
日
付
書
状
）。
実
は
、
こ
の
阿
比
留
傳
右
衛
門
は
前
年
九

月
十
九
日
に
は
大
坂
に
着
い
て
い
た
が
（
明
和
二
年
十
月
二
日
付
届
書
付
紙
）、

町
奉
行
所
へ
の
届
は
こ
の
五
月
ま
で
見
合
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

呼
び
出
さ
れ
た
対
馬
町
人
の
内
、
梅
野
勘
助
に
つ
い
て
は
、
藩
が
病
死
を
偽
装
し

て
差
し
出
さ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
対
馬
藩
の
銅
輸
出
に
関
す
る
田

（
�
）

代
和
生
氏
の
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
梅
野
勘
助
と
、
同
じ
く
病
死
が
偽

装
さ
れ
た
箕
原
宇
右
衛
門
の
病
死
届
は
、
明
和
三
年
七
月
十
四
日
に
出
さ
れ
て
い

る
（
同
年
七
月
十
六
日
付
書
状
）。

曲
渕
甲
斐
守
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
吟
味
の
内
、
明
和
三
年
八
月
六
日
（
阿
比
留

傳
右
衛
門
・
糸
瀬
伊
左
衛
門
・
町
人
中
）、
九
月
二
十
日
（
糸
瀬
伊
左
衛
門
・
主

藤
分
右
衛
門
・
三
木
喜
右
衛
門
）、
十
二
月
十
四
日
（
阿
比
留
傳
右
衛
門
・
糸
瀬

伊
左
衛
門
・
主
藤
分
右
衛
門
・
三
木
喜
右
衛
門
）
の
御
尋
や
尋
問
に
つ
い
て
は
記

録
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
。

曲
渕
に
よ
る
家
中
・
町
人
へ
の
吟
味
は
、
明
和
三
年
十
二
月
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
、「
往
復
書
状
」
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
翌
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

に
入
っ
て
か
ら
は
、
同
年
三
月
七
日
付
の
書
状
に
「
当
表
一
件
之
儀
、
去
冬
追
々

御
呼
出
後
何
之
御
沙
汰
も
無
御
座
」
と
あ
り
、
吟
味
は
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
年
は
三
月
以
降
も
大
き
な
動
き
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
正
月
二
十
七
日
付
の
書
状
に
も
、「
御
吟
味
筋
、
一
昨
年
御
呼
出
御

尋
等
有
之
候
後
何
之
御
沙
汰
も
無
御
座
候
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
家
中
・
町

人
が
大
坂
に
呼
び
出
さ
れ
た
ま
ま
、
幕
府
か
ら
は
沙
汰
の
な
い
状
況
が
一
年
以
上

も
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
状
に
は
、「
去
春
内
々
承
合
申
候
處
、
去

年
二
月
其
御
地
江
中
御
伺
ニ
参
り
候
由
承
り
及
候
」
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
こ
れ

は
前
年
の
明
和
四
年
に
、
大
坂
屋
敷
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
に
内
々
問
い
合
わ
せ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
明
和
四
年
二
月
に
、
町
奉
行
所
か
ら
江

戸
へ
伺
が
出
さ
れ
た
と
の
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
。
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明
和
四
年
以
降
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
訳
だ
が
、
明
和
五
年
正
月
二
十

七
日
付
の
書
状
が
記
さ
れ
た
直
後
、
二
月
十
九
日
に
曲
渕
甲
斐
守
よ
り
「
此
上
不

（
�
）

被
及
御
吟
味
」
と
の
仰
せ
渡
し
が
あ
り
、
今
回
の
一
件
が
終
了
し
た
こ
と
が
判
明

す
る
。

第
二
章

明
和
通
信
使
の
人
参
問
題

こ
こ
で
は
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
対
馬
藩
の
家
中
・
町
人

か
ら
み
て
お
く
。「
日
帳
書
抜
」
に
み
え
る
「
今
般
御
呼
登
之
人
数
」
を
整
理
し

た
の
が
表
１
で
あ
る
。

こ
の
内
、
１
〜
３
の
三
名
が
対
馬
藩
の
家
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
４
〜
４２
の

三
十
九
名
が
対
馬
藩
の
町
人
で
あ
る
。
４３
の
田
中
五
郎
兵
衛
は
対
馬
藩
で
は
な

く
、
泉
州
佐
野
の
者
で
あ
っ
た
。
対
馬
藩
の
町
人
に
つ
い
て
は
、
田
代
和
生
氏
に

よ
っ
て
、
特
権
を
持
つ
貿
易
商
人
で
あ
り
和
館
で
の
私
貿
易
に
も
参
入
し
、
元
方

役
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
、
六
十
人
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
�
）
る
。
表
１
の
対
馬
町
人
の
内
、
４
の
河
村
助
五
郎
か
ら
１８
の
畑
嶋
最
介
ま
で
は
そ

の
六
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
１９
梅
野
左
右
介
・
２０
三
木
久
兵
衛
・
２１
中
村
平
七
に

つ
い
て
も
、
嫡
子
や
養
子
、
弟
な
ど
六
十
人
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

４
河
村
助
五
郎
は
通
詞
で
も
あ
っ
た
。「
中
分
竃
」
や
「
由
緒
」
に
つ
い
て
は
詳

細
が
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
六
十
人
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
大
坂
に
呼
び

表 1 呼び出しを受けた対馬藩家中・町人一覧

肩書

1 阿比留傳右衛門 ………………御勘定役
2 小林藤蔵 ………………………真文方大小姓
3 糸瀬嘉右衛門（伊左衛門）……御徒士御勘定手代
4 河村助五郎 ……………………六十人通詞
5 主藤分右衛門 …………………六十人
6 山田忠兵衛 ……………………六十人
7 喜田喜右衛門 …………………六十人
8 小田久右衛門 …………………六十人
9 箕原宇右衛門 …………………六十人
10 小田助三郎 ……………………六十人
11 梅野勘介 ………………………六十人
12 古賀助八 ………………………六十人
13 大浦松右衛門 …………………六十人
14 三木喜右衛門 …………………六十人
15 小山田松右衛門 ………………六十人
16 津吉善兵衛 ……………………六十人
17 間永勝七 ………………………六十人
18 畑嶋最介 ………………………六十人
19 梅野左右介 ……………………六十人嫡子
20 三木久兵衛 ……………………六十人養子
21 中村平七 ………………………六十人之弟
22 龜屋喜八郎 ……………………中分竃
23 寺崎与兵衛 ……………………由緒
24 江口市右衛門 …………………由緒
25 阿比留吉兵衛 …………………由緒子
26 須川傳右衛門 …………………由緒子
27 河内源右衛門 …………………由緒
28 西山甚兵衛 ……………………由緒
29 高木利吉 ………………………由緒
30 平川徳右衛門 …………………由緒
31 武田与右衛門 …………………由緒子
32 村山重平 ………………………由緒
33 内田卯右衛門 …………………由緒
34 竹田利兵衛 ……………………由緒
35 安川茂右衛門 …………………由緒
36 勝井五三郎 ……………………由緒
37 梯辰右衛門 ……………………由緒
38 関岡平兵衛 ……………………由緒
39 平松勘吉 ………………………集り
40 竹末源右衛門 …………………山伏之子
41 横田孫介 ………………………御船奉行所改
42 岩佐元右衛門 …………………津留政左衛門名子改
43 田中五郎兵衛 …………………泉州佐野ノ者

※「人参銅御吟味有之御國御家中并町人数十人大坂町御奉
行所�御呼登一件日帳書抜」（長崎県立対馬歴史民俗資
料館所蔵 記録類Ⅰ 表書札方 H⑤－4）より作成。

名前番号
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出
さ
れ
た
対
馬
町
人
は
、
対
馬
藩
の
中
で
も
有
力
な
町
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。こ

の
よ
う
な
四
十
二
名
が
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
訳
だ
が
、

大
坂
屋
敷
で
は
、
今
回
の
一
件
に
関
連
し
て
芸
州
か
ら
一
人
、
壱
州
か
ら
一
人

が
、
大
坂
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
（「
往
復
書

状
」
明
和
二
年
〔
一
七
六
五
〕
七
月
十
二
日
付
）。

泉
州
佐
野
や
安
芸
・
壱
岐
の
者
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
表
に
み
え
る
よ
う
に
、

大
坂
町
奉
行
所
の
吟
味
の
中
心
は
四
十
名
以
上
に
及
ぶ
対
馬
藩
の
家
中
・
町
人
で

あ
っ
た
。
次
に
、
こ
の
対
馬
藩
の
家
中
・
町
人
に
か
け
ら
れ
た
嫌
疑
の
内
容
を
取

り
上
げ
た
い
。
今
回
の
一
件
で
は
、
人
参
流
通
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
内
容
に
、

大
坂
町
奉
行
所
が
疑
い
を
向
け
た
の
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
が
、「
往
復
書

状
」
明
和
二
年
八
月
十
七
日
付
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

〔
史
料
４
〕

下
々
之
説
ニ
者
候
得
共
、
当
節
御
吟
味
之
起
り
ハ
、
於
藍
嶋
副
使
騎
船
水
船

ニ
成
り
、
持
越
人
参
之
内
汐
入
与
唱
脇
捌
い
た
し
、
御
役
人
様
江
之
音
物
人

参
未
収
ニ
成
候
と
の
義
よ
り
起
り
た
る
筋
と
専
風
聞
い
た
し
（
後
略
）

対
馬
町
人
ら
に
対
す
る
吟
味
が
始
ま
る
以
前
、
こ
の
よ
う
な
噂
が
流
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
坂
町
奉
行
所
で
ど
の
よ
う
な
吟
味
が
行
わ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
関
連
す
る
史
料
は
多
く
な
い
が
、
対
馬
藩
の
家
中
や
一
部
の
町
人
が

大
坂
町
奉
行
所
で
御
尋
・
尋
問
を
受
け
た
際
に
、
御
答
書
を
作
成
し
て
い
る
。

「
往
復
書
状
」
に
収
録
さ
れ
た
御
答
書
に
は
、
町
奉
行
所
の
御
尋
の
内
容
も
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
今
回
の
吟
味
に
あ
た
っ
て
の
町
奉
行
所
側
の
関
心
と
疑
惑

の
中
身
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
八
月
六
日
と
九
月
二
十
日
に
は
、
家
中
の
糸

瀬
伊
左
衛
門
が
大
坂
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
御
尋
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
に

対
し
て
糸
瀬
は
九
月
二
十
日
付
で
御
答
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
町
奉

行
所
側
の
御
尋
の
部
分
を
抜
き
出
す
と
、〔
史
料
５
〕
の
よ
う
に
な
る
。
町
奉
行

所
側
の
関
心
と
疑
惑
を
探
る
た
め
で
あ
り
、
糸
瀬
が
返
答
し
た
内
容
自
体
は
町
奉

行
所
が
持
つ
関
心
と
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
糸
瀬
の
返
答
内
容
の
部
分
は

「（
中
略
）・（
後
略
）」
と
し
た
。

〔
史
料
５
〕

覚

去
々
申
年
朝
鮮
人
来
朝
之
節
、
當
表
於
旅
宿
小
西
吉
兵
衛
与
申
者
江
人
参
賣

拂
度
旨
見
セ
候
処
、
直
組
難
出
来
不
賣
渡
候
由
、
右
人
参
所
持
仕
居
候
訳
并

誰
々
江
賣
渡
候
哉
。
様
子
御
尋
ニ
御
座
候
。

（
中
略
）

筑
前
於
藍
嶋
朝
鮮
船
破
船
之
節
、
人
参
潮
濡
ニ
相
成
候
義
被
成
御
尋
候
。

（
中
略
）

礼
単
之
人
参
一
ヶ
年
ニ
員
数
何
程
朝
鮮
人
方
�
差
送
候
哉
之
旨
、
被
成
御
尋

候
。

（
中
略
）

私
跡
役
之
者
名
前
申
上
候
様
ニ
与
之
御
事
。

（
後
略
）

こ
こ
か
ら
は
町
奉
行
所
が
、
明
和
元
申
年
（
一
七
六
四
）
に
信
使
が
来
日
し
た

際
、
大
坂
表
の
旅
宿
に
て
糸
瀬
伊
左
衛
門
が
、
小
西
吉
兵
衛
と
い
う
人
物
に
人
参

を
売
ろ
う
と
し
た
点
に
関
心
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
の
風
聞
の
通

り
、
町
奉
行
所
は
そ
の
信
使
（
副
使
）
の
乗
船
が
破
船
し
た
際
、
潮
濡
れ
に
な
っ

た
人
参
の
行
方
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
対
馬
藩
が
公
貿
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易
で
一
年
間
に
輸
入
す
る
礼
単
の
人
参
の
数
も
尋
ね
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
町
奉
行

所
は
信
使
が
持
参
し
た
人
参
が
大
坂
で
の
販
売
に
廻
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
礼
単
の
人
参
（
礼
単
参
）
と
は
官
営
貿
易
（
封
進
・
公

（
�
）

貿
易
）
で
輸
入
さ
れ
る
人
参
の
こ
と
で
あ
る
。

明
和
三
年
九
月
二
十
日
に
は
、
対
馬
町
人
の
三
木
喜
右
衛
門
と
主
藤
分
右
衛
門

に
対
し
て
も
尋
問
が
あ
っ
た
。〔
史
料
６
〕
は
、
糸
瀬
伊
左
衛
門
の
場
合
と
同
様

に
、「
往
復
書
状
」
同
年
九
月
二
十
日
付
の
三
木
・
主
藤
の
御
答
書
か
ら
、
町
奉

行
所
側
の
御
尋
の
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
糸
瀬
の
場
合
と
同
様
、
二

人
の
返
答
内
容
は
「（
中
略
）・（
後
略
）」
と
し
た
）。

〔
史
料
６
〕

朝
鮮
人
参
之
儀
御
吟
味
御
座
候
処
、
對
州
府
中
町
人
共
被
召
登
御
尋
在
之
候

処
、
對
馬
守
様
御
勝
手
向
御
要
用
相
賄
候
其
方
共
ニ
礼
単
参
請
込
候
ニ
付
、

相
調
御
当
地
向
々
問
屋
共
方
ニ
而
賣
捌
申
ス
段
申
出
候
。

（
中
略
）

単
参
之
義
年
分
之
高
何
程
宛
之
事
ニ
而
候
哉
。

（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
既
に
吟
味
を
受
け
て
い
る
対
馬
町
人
ら
か
ら
、
対
馬
守
の
勝

手
向
御
用
を
賄
っ
て
い
る
三
木
と
主
藤
が
礼
単
参
の
処
理
を
任
さ
れ
て
い
る
と
の

証
言
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
詳
細
と
礼
単
参
の
一
年
分
の
斤
高
が
尋
ね
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
勝
手
方
御
用
を
引
き
請
け
て
い
る
対
馬
町
人
は
、
三
木
と
主

藤
の
他
に
、
病
死
を
偽
装
し
て
大
坂
に
登
ら
な
か
っ
た
梅
野
勘
助
と
箕
原
宇
右
衛

門
が
お
り
、「
御
仕
送
方
」
の
四
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
（「
往
復
書
状
」
明
和
二
年

十
月
十
九
日
付
・
同
三
年
九
月
二
十
日
付
御
答
書
）。
大
坂
町
奉
行
所
が
三
木
・

主
藤
に
よ
る
人
参
販
売
の
詳
細
や
、
一
年
分
の
礼
単
参
の
輸
入
量
を
尋
ね
て
い
る

の
は
、
対
馬
藩
の
通
常
の
人
参
輸
入
や
大
坂
で
の
販
売
の
様
子
を
つ
か
む
た
め
で

あ
り
、
や
は
り
信
使
の
人
参
が
大
坂
で
販
売
さ
れ
た
形
跡
を
探
る
意
味
で
あ
ろ

う
。明

和
三
年
十
二
月
十
四
日
に
も
、
家
中
の
阿
比
留
傳
右
衛
門
・
糸
瀬
伊
左
衛
門

が
大
坂
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
御
尋
を
受
け
て
い
る
（「
往
復
書
状
」
同
年

十
二
月
十
七
日
付
）。「
往
復
書
状
」
に
は
、
彼
ら
二
人
が
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出

し
た
御
答
書
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
阿
比
留
が
出
し
た
御
答
書
か

ら
、
町
奉
行
所
の
御
尋
の
部
分
を
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
阿
比
留
の
返

答
内
容
は
「（
中
略
）・（
後
略
）」
と
し
た
）。

〔
史
料
７
〕

私
儀
去
々
申
年
朝
鮮
人
来
朝
之
節
附
添
當
表
江
登
り
候
節
、
長
堀
清
兵
衛
町

和
泉
屋
利
兵
衛
を
相
頼
、
人
参
賣
捌
候
由
、
右
人
参
所
持
仕
候
訳
并
其
外
ニ

も
賣
拂
候
儀
有
之
候
ハ
ヽ
斤
高
直
段
等
委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座
候
。

（
中
略
）

右
同
断
来
朝
之
節
、
對
馬
守
家
来
糸
瀬
伊
左
衛
門
儀
於
旅
宿
小
西
吉
兵
衛
と

申
者
江
人
参
賣
拂
度
旨
見
セ
候
趣
ニ
付
、
伊
左
衛
門
江
御
尋
被
成
候
処
、
右

人
参
者
私
手
前
江
国
元
�
差
越
候
人
参
之
由
申
上
候
。
右
人
参
国
元
�
差
越

候
訳
委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座
候
。

（
中
略
）

右
同
断
来
朝
之
節
、
筑
前
於
藍
嶋
汐
浸
ニ
成
候
人
参
当
表
其
外
ニ
而
も
賣
拂

候
儀
候
哉
。
又
ハ
對
州
江
持
帰
り
賣
払
候
哉
。
委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座

候
。

（
中
略
）

右
同
断
来
朝
之
節
、
私
儀
如
何
様
之
役
筋
相
勤
候
哉
。
并
信
使
方
ニ
抱
り
候
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役
人
名
前
、
且
又
朝
鮮
国
�
差
越
候
禮
単
人
参
於
国
元
取
扱
候
役
人
ハ
何
役

ニ
候
哉
。
誰
々
相
勤
候
哉
。
名
前
等
委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座
候
。

（
後
略
）

こ
の
日
は
糸
瀬
伊
左
衛
門
も
再
度
、
御
尋
を
受
け
て
い
る
が
、
糸
瀬
が
差
し
出

し
た
御
答
書
の
方
で
は
、
町
奉
行
所
の
御
尋
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
糸
瀬

の
返
答
内
容
は
「（
中
略
）・（
後
略
）」
と
し
た
）。

〔
史
料
８
〕

朝
鮮
人
来
朝
之
節
、
筑
前
國
於
藍
嶋
汐
濡
ニ
成
候
人
参
当
表
・
其
外
ニ
而
茂

相
拂
候
哉
。
又
者
對
州
表
江
持
帰
賣
拂
候
哉
。
委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座

候
。

（
中
略
）

都
而
朝
鮮
國
�
差
渡
候
礼
単
人
参
於
國
元
取
扱
候
役
人
何
役
ニ
候
哉
。
名
前

委
細
可
申
上
旨
御
尋
ニ
御
座
候
。

（
後
略
）

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
二
月
に
は
大
坂
町
奉
行
所
か

ら
江
戸
へ
伺
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
明
和
三
年
十
二
月
十
四
日
時
点
の
阿
比
留

と
糸
瀬
へ
の
御
尋
は
、
町
奉
行
所
が
吟
味
結
果
を
ま
と
め
る
二
ヶ
月
前
の
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
段
階
で
も
、
大
坂
町
奉
行
所
の
関
心
は
明
和
元
年
の
信

使
の
来
日
中
、
対
馬
藩
の
役
人
が
大
坂
で
人
参
を
売
っ
た
こ
と
と
、
藍
島
で
の
破

船
で
信
使
の
持
参
し
た
人
参
が
汐
濡
れ
と
な
っ
た
こ
と
の
関
連
が
中
心
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
和
元
年
の
信
使
に
つ
い
て
は
、「
往
復
書
状
」
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
み
え
る
。

〔
史
料
９
〕

信
使
逗
留
中
ハ
、
御
存
知
之
通
右
之
品
ニ
不
限
御
献
上
人
参
御
持
越
之
品
好

品
之
撰
屑
ニ
而
、
御
献
上
ニ
不
相
成
不
興
千
万
之
次
第
、
勿
論
御
献
上
ハ
格

別
之
義
ニ
候
故
、
御
途
中
平
田
将
監
・
多
田
監
物
方
へ
数
度
書
状
差
越
候
得

と
も
返
事
一
通
も
不
致
到
来

御
出
府
翌
日
令
見
分
候
處
、
案
外
之
品
故
、

将
監
へ
段
々
相
渡
り
、
監
物
ニ
も
本
願
寺
よ
り
相
招
、
是
又
右
之
段
折
渡
明

日
之
御
登

城
前
日
献
上
人
参
之
御
断
可
相
成
候
哉
。
拙
者
ニ
を
ゐ
て
御

献
上
人
参
仕
立
難
見
届
之
段
申
断
候
処
、
両
人
申
分
更
ニ
無
之
、
無
益
之
論

談
御
実
益
無
之
候
付
、
詰
間
へ
別
町
代
官
梅
野
勘
助
を
呼
出
、
價
之
高
下
ニ

不
抱
御
献
上
人
参
五
斤
取
調
差
出
候
様
ニ
直
々
申
付
候
處
、
幸
其
義
相
調
候

付
、
御
献
上
持
出
之
時
刻
迄
ニ
漸
相
仕
立
、
人
馬
之
御
金
を
以
御
献
上
を
相

済
候
段
、
各
存
知
之
前
ニ
候
。

こ
れ
は
、
江
戸
屋
敷
の
年
寄
古
川
大
炊
が
大
坂
屋
敷
に
送
っ
た
、
明
和
二
年
九

月
八
日
付
の
書
状
の
一
節
で
あ
る
。
明
和
元
年
の
信
使
の
際
、
将
軍
へ
の
献
上
用

に
信
使
の
持
参
し
た
人
参
の
質
が
悪
か
っ
た
た
め
、
信
使
の
登
城
前
日
に
な
っ
て

江
戸
屋
敷
の
年
寄
古
川
大
炊
が
別
町
代
官
梅
野
勘
助
に
命
じ
て
、
江
戸
で
「
價
之

高
下
ニ
不
抱
」
五
斤
調
え
さ
せ
て
、
献
上
を
済
ま
せ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
信
使

が
将
軍
に
献
上
す
る
人
参
を
対
馬
藩
が
用
意
し
て
い
る
訳
だ
が
、
信
使
の
持
参
す

る
人
参
は
、
江
戸
へ
向
か
う
途
中
の
京
都
で
対
馬
藩
側
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に

（
�
）

な
っ
て
お
り
、
対
馬
藩
側
が
献
上
人
参
の
質
を
把
握
で
き
た
の
は
そ
の
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
藍
島
で
の
破
船
の
影
響
は
わ
か
ら
な
い
が
、〔
史
料
４
〕
に
は
、「
御

役
人
様
江
之
音
物
人
参
未
収
ニ
成
候
」
と
の
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
た
。
将
軍
に
献

上
さ
れ
る
人
参
さ
え
質
が
悪
く
て
対
馬
藩
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

状
況
で
は
、
他
の
幕
府
役
人
に
対
す
る
音
物
人
参
は
確
保
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
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が
高
い
。
信
使
に
際
し
、
幕
府
役
人
に
対
す
る
人
参
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、
対

馬
藩
が
信
使
の
人
参
を
大
坂
で
売
り
払
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
幕
府
の
疑
念

が
生
じ
、
今
回
の
吟
味
が
起
こ
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

大
坂
に
お
け
る
人
参
流
通
と
対
馬
町
人

大
坂
町
奉
行
所
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
対
馬
藩
の
家
中
・
町
人
は
四
十
二
名
で
あ

る
。
既
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
名
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
正
月
以
降
に
吟

味
を
受
け
た
大
坂
の
問
屋
・
仲
買
ら
が
、
大
坂
町
奉
行
所
の
尋
問
に
際
し
て
、
人

参
を
売
り
払
っ
た
者
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
町
奉
行
所
か
ら
疑

い
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
初
挙
が
っ
て
い
た
の
は
二
十
四
〜

二
十
五
人
の
名
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
な
い
者
は
除
か
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
と
い
う
が
（「
往
復
書
状
」
明
和
二
年
六
月
十
三
日
付
）、
結
局
四
十
二

名
も
の
人
数
が
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
示
す
の
は
、
大
坂
町
奉
行
所
の
呼
び
出
し
を
受
け
た
対
馬
町
人
江
口
市
左

衛
門
が
大
坂
に
登
る
に
際
し
て
、
国
元
か
ら
大
坂
屋
敷
へ
出
さ
れ
た
書
状
の
一
節

で
あ
る
（「
往
復
書
状
」
明
和
二
年
九
月
二
日
付
）。

〔
史
料
１０
〕

（
江
口
）
市
左
衛
門
儀
令
上
着
候
ハ
ヽ
、
其
元
（
大
坂
）
江
人
参
指
登
候
ニ

付
斤
数
精
く
被
相
糺
（
中
略
）
勿
論
指
登
候
人
参
貴
殿
存
知
之
通
四
人
之
者

�
買
請
指
登
候
ニ
致
シ
候
事
故
、
未
申
年
内
大
坂
へ
登
セ
候
時
、
爰
許
ニ
而

四
人
之
者
よ
り
買
請
候
月
日
ハ
大
坂
へ
登
セ
月
日
�
二
三
ヶ
月
も
前
廉
之
買

請
ニ
不
致
候
而
不
叶
事
故
、
買
請
證
文
認
様
等
之
儀
先
登
之
者
共
へ
相
尋
、

同
様
之
趣
令
書
載
候
様
可
被
致
候
。

こ
こ
で
は
、
江
口
市
左
衛
門
が
大
坂
に
送
っ
た
人
参
は
、
対
馬
藩
の
仕
送
方
を

賄
っ
て
い
る
国
元
の
四
人
の
町
人
（
梅
野
勘
助
・
箕
原
宇
右
衛
門
・
三
木
喜
右
衛

門
・
主
藤
分
右
衛
門
）
か
ら
買
い
請
け
た
形
に
す
る
の
で
、
江
口
が
宝
暦
十
三
未

年
（
一
七
六
三
）・
明
和
元
申
年
（
一
七
六
四
）
に
大
坂
に
送
付
し
た
人
参
に
つ

い
て
日
付
を
操
作
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
江
口
市
左
衛
門
が
大
坂

に
着
い
た
ら
、「
其
元
（
大
坂
）
江
人
参
指
登
候
ニ
付
斤
数
精
く
被
相
糺
」、
作
為

を
加
え
る
よ
う
に
と
い
う
以
上
は
、
江
口
市
左
衛
門
は
実
際
に
大
坂
に
人
参
を
送

っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、〔
史
料
１０
〕
に
よ
れ
ば
、
対
馬

藩
が
主
体
と
な
る
の
で
は
な
く
、
対
馬
の
町
人
が
大
坂
に
人
参
を
送
っ
て
販
売
す

る
と
い
う
流
通
路
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。

対
馬
藩
の
人
参
流
通
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
対
馬
藩
自
身
が
直
接
、
江

戸
を
中
心
と
す
る
消
費
地
へ
運
び
、
人
参
座
な
ど
で
売
り
捌
い
て
い
た
こ
と
が
指

（
�
）

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
明
和
二
年
ま
で
の
期
間
に
、
対
馬
町
人
が
藩
と

は
別
に
大
坂
へ
人
参
を
送
っ
て
販
売
す
る
形
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
対
馬
町
人
が
大
坂
へ
送
る
人
参
に
関
し
て
は
、「
往
復
書
状
」
明

和
二
年
八
月
十
七
日
付
に
「
傳
右
衛
門
并
町
人
共
御
呼
登
ニ
付
、
未
申
両
年
役
方

�
賣
渡
候
人
参
高
并
両
年
町
人
共
�
差
登
候
斤
数
、
爰
元
ニ
お
ゐ
て
相
糺
候
分
与

致
差
引
候
書
付
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
傍
線
部
か
ら
、
対
馬
藩
の
役
方
か
ら
対

馬
町
人
に
人
参
が
売
り
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
対
馬
町
人
の
手
に
よ
っ
て
大
坂
に
送
ら

れ
る
と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
流
通
路
に
関
連
し
て
、「
往
復
書
状
扣

支
配
方
」
と
い
う
史
料
に
収
め

ら
れ
た
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
八
月
二
十
四
日
付
の
書
状
に
も
、
次
の
よ
う

（
�
）

な
記
述
が
み
え
る
。

― ２５ ―



〔
史
料
１１
〕

不
得
已
又
々
山
田
市
右
衛
門
江
申
付
、
御
代
ロ
物
引
当
ニ
�
古
銀
六
拾
貫
目

漸
借
調
さ
せ
、
六
月
初
比
朝
鮮
江
差
渡
（
中
略
）
是
迄
之
通
（
山
田
市
右
衛

門
が
人
参
を
）
大
坂
問
屋
方
江
打
任
せ
商
賣
仕
候
而
者
、
極
而
後
悔
ニ
可
及

候
間
、
其
所
を
相
慎
成
た
け
密
々
ニ
取
揃
候
様
ニ
与
者
内
々
申
渡
候
得
共

（
後
略
）

延
享
期
に
は
、
日
朝
貿
易
は
極
度
に
衰
退
し
、
そ
の
影
響
で
対
馬
藩
は
上
方
で

も
江
戸
で
も
借
銀
を
調
達
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
。〔
史
料
１１
〕
の
記
述
か
ら

は
、
当
時
の
対
馬
藩
は
、
対
馬
町
人
の
山
田
市
右
衛
門
か
ら
の
借
銀
で
さ
え
、
人

参
を
「
引
当
」
に
し
て
漸
く
調
達
で
き
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
こ
こ
に
は
、
対
馬
藩
が
人
参
を
渡
す
に
際
し
、
山
田
市
右
衛
門
が
そ
の
人
参

を
「
是
迄
之
通
」
大
坂
問
屋
に
任
せ
て
販
売
し
て
は
、
問
題
が
生
じ
る
と
い
う
懸

念
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。「
是
迄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
延
享
三
年
の
時
点
で
既
に

行
わ
れ
て
い
た
訳
だ
が
、
対
馬
町
人
山
田
市
右
衛
門
は
大
坂
の
対
馬
問
屋
を
通
し

て
人
参
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
〔
史
料
１１
〕
か
ら
は
、
借

銀
を
介
し
て
対
馬
藩
か
ら
対
馬
町
人
に
人
参
が
渡
さ
れ
、
対
馬
町
人
は
そ
れ
を
大

坂
の
対
馬
問
屋
に
送
っ
て
販
売
す
る
と
い
う
流
通
路
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。

た
だ
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
四
月
二
十
一
日
に
国
元
の
年
寄
（
家
老
）
が

江
戸
屋
敷
へ
送
っ
た
書
状
に
は
、
国
元
の
町
人
か
ら
の
借
銀
に
つ
い
て
、「
素
り

（
�
）

御
当
地
之
儀
ニ
候
得
者
、
株
立
候
儀
者
迚
も
不
相
成
」
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
国

元
の
町
人
か
ら
の
借
銀
は
、
毎
年
一
定
額
の
出
銀
を
義
務
づ
け
る
「
株
立
」
と
す

（
�
）

る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
対
馬
町
人
か
ら
の
借
銀
に
は
、

藩
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
借
銀
を
支
え
る
ほ
ど
の
力
は
な
く
、
国
元
は
対
馬
藩
の

借
銀
拠
点
に
は
決
し
て
成
り
得
な
か
っ
た
。
借
銀
を
通
じ
て
人
参
が
対
馬
町
人
に

渡
さ
れ
る
と
し
て
も
、
対
馬
町
人
か
ら
大
坂
へ
至
る
人
参
流
通
は
、
規
模
と
し
て

は
大
き
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
山
田
市
右
衛
門
の
事
例
に
み

え
る
よ
う
な
、
対
馬
町
人
か
ら
大
坂
の
対
馬
問
屋
へ
つ
な
が
る
人
参
流
通
は
、
延

享
三
年
以
降
も
続
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
和
二
年
の
吟
味
に
お
い
て
も
、
ま
ず

大
坂
の
対
馬
問
屋
が
大
坂
町
奉
行
所
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
明
和
期
の

時
点
で
も
、
藩
か
ら
人
参
を
受
け
取
っ
た
対
馬
町
人
ら
が
、
大
坂
の
対
馬
問
屋
を

通
し
て
、
そ
れ
を
販
売
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

規
模
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
大
坂
に
人
参
が
流
通
し
て
い
る
事
実

は
、
幕
府
の
関
心
を
引
き
始
め
た
。
や
が
て
、
明
和
元
年
の
信
使
に
お
い
て
、
幕

府
役
人
へ
の
音
物
人
参
が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
疑
惑
は
こ
の
大
坂
で
の

人
参
流
通
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
対
馬
町
人
か
ら
大
坂
の
対
馬
問
屋
に
つ

な
が
る
人
参
流
通
が
そ
の
吟
味
の
対
象
と
し
て
浮
上
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
明

和
二
年
の
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
吟
味
は
こ
う
し
て
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

お

わ

り

に

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
人
参
御
吟
味
一
件
で
は
、
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
っ

て
対
馬
藩
の
家
中
・
町
人
が
呼
び
出
さ
れ
、
吟
味
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大

坂
町
奉
行
所
に
よ
る
吟
味
は
、
三
年
の
月
日
を
経
て
処
罰
無
く
終
わ
る
が
、
こ
の

一
件
を
引
き
起
こ
し
た
幕
府
の
疑
念
と
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
信
使
の

際
、
幕
府
役
人
へ
の
音
物
人
参
が
不
足
し
て
い
る
の
に
、
大
坂
で
は
人
参
が
流
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

― ２６ ―



近
世
中
期
ま
で
、
日
朝
貿
易
で
輸
入
さ
れ
た
人
参
は
、
対
馬
藩
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
人
参
座
な
ど
で
の
販
売
に
よ
っ
て
流
通
し
て
い
た
。
し
か
し
、〔
史
料

１１
〕
の
山
田
市
右
衛
門
の
事
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
延
享
期
頃
よ
り
借
銀
を
介

し
て
国
元
の
町
人
に
人
参
が
渡
さ
れ
、
対
馬
町
人
に
よ
っ
て
そ
れ
が
大
坂
の
対
馬

問
屋
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
い
う
流
通
形
態
が
現
わ
れ
て
い
た
。
明
和
二
年
の
人
参

御
吟
味
一
件
に
お
い
て
、
大
坂
町
奉
行
所
が
大
坂
で
の
人
参
流
通
に
疑
い
を
向
け

た
背
景
に
は
、
こ
の
対
馬
町
人
に
よ
っ
て
大
坂
に
人
参
が
持
ち
込
ま
れ
る
と
い
う

新
た
な
人
参
の
流
通
形
態
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
今
村
鞆
『
人
蔘
史

第
二
巻

人
蔘
政
治
篇
』（
思
文
閣

一
九
七
一
、
初
版
は

一
九
三
五
）。
同
『
人
蔘
史

第
三
巻

人
蔘
経
済
篇
』（
思
文
閣

一
九
七
一
、

初
版
は
一
九
三
八
）。
田
代
和
生
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
創
文
社

一
九
八
一
）
第
十
三
章
。

（
２
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
大
坂
町
御
奉
行
所
�
人
参
御
吟
味
一

件
ニ
付
御
國
者
御
呼
登
御
用
江
戸
大
坂
往
復
書
状
」
記
録
類
Ⅰ

表
書
札
方

Ｈ
⑤
│
６
、「
人
参
銅
御
吟
味
有
之
御
國
御
家
中
并
町
人
数
十
人
大
坂
町
御
奉
行

所
�
御
呼
登
一
件
日
帳
書
抜
」
記
録
類
Ⅰ

表
書
札
方

Ｈ
⑤
│
４
。

（
３
）
対
馬
藩
の
行
う
日
朝
貿
易
は
、
対
馬
藩
と
朝
鮮
側
の
民
間
商
人
と
の
取
引
で
あ

る
私
貿
易
（
対
馬
商
人
も
便
乗
す
る
）
と
、
対
馬
藩
と
朝
鮮
王
朝
政
府
の
取
引

で
あ
る
公
貿
易
・
封
進
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

（
４
）
中
村
質
『
近
世
対
外
交
渉
史
論
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
〇
）
一
九
〇
〜
一
九

一
頁
。

（
５
）
森
晋
一
郎
「
近
世
後
期
対
馬
藩
日
朝
貿
易
の
展
開
」（『
史
学
』
第
五
六
巻
第
三

号

一
九
八
六
）
一
三
八
〜
一
四
一
頁
。

（
６
）
前
掲
森
「
近
世
後
期
対
馬
藩
日
朝
貿
易
の
展
開
」
一
四
一
頁
。

田
代
和
生
氏
も
特
定
の
時
期
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
礼
単
参
は
「
年
に
多
く

て
一
〇
〇
斤
、
少
な
い
時
で
二
〜
三
〇
斤
を
数
え
る
程
度
で
あ
っ
た
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

前
掲
田
代
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
二
八
五
頁
。

（
７
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
大
坂
町
御
奉
行
所
�
人
参
御
吟
味
一

件
ニ
付
御
國
者
御
呼
登
御
用
江
戸
大
坂
往
復
書
状
」
記
録
類
Ⅰ

表
書
札
方

Ｈ
⑤
│
６
。

（
８
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
人
参
銅
御
吟
味
有
之
御
國
御
家
中
并

町
人
数
十
人
大
坂
町
御
奉
行
所
�
御
呼
登
一
件
日
帳
書
抜
」
記
録
類
Ⅰ

表
書

札
方

Ｈ
⑤
│
４
。

（
９
）
拙
稿
「
近
世
中
期
に
お
け
る
対
馬
藩
上
方
借
銀
の
構
造
と
「
仕
込
銀
」」（『
日
本

史
研
究
』
五
三
三
号

二
〇
〇
七
年
）。

（
１０
）・（
１１
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
大
坂
町
御
奉
行
所
�
人
参
御

吟
味
一
件
ニ
付
御
國
者
御
呼
登
御
用
江
戸
大
坂
往
復
書
状
」
記
録
類
Ⅰ

表
書

札
方

Ｈ
⑤
│
６
。

（
１２
）
訳
官
と
は
、
朝
鮮
王
朝
の
「
司
訳
院
に
属
す
る
日
本
語
通
訳
官
（
倭
学
訳
官
）」

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
和
館
で
の
外
交
・
貿
易
業
務
に
関
わ
る
が
、
対
馬
藩
に
派

遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

田
代
和
生
『
江
戸
時
代
朝
鮮
薬
材
調
査
の
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

一

九
九
九
）
一
四
一
〜
一
四
二
頁
。

（
１３
）
な
お
、
こ
の
年
の
訳
官
使
は
結
局
、
難
船
を
起
こ
し
て
延
期
と
な
っ
た
（
明
和

三
年
（
一
七
六
六
）
八
月
十
三
日
付
書
状
）。

長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
大
坂
町
御
奉
行
所
�
人
参
御
吟
味
一

件
ニ
付
御
國
者
御
呼
登
御
用
江
戸
大
坂
往
復
書
状
」
記
録
類
Ⅰ

表
書
札
方

Ｈ
⑤
│
６
。

（
１４
）
前
掲
田
代
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
三
六
九
頁
。

（
１５
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
人
参
銅
御
吟
味
有
之
御
國
御
家
中
并

町
人
数
十
人
大
坂
町
御
奉
行
所
�
御
呼
登
一
件
日
帳
書
抜
」
記
録
類
Ⅰ

表
書

札
方

Ｈ
⑤
│
４
。

（
１６
）
前
掲
田
代
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
第
九
章
・
補
論
一
。

（
１７
）
前
掲
田
代
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
二
四
二
頁
・
二
八
五
頁
。

― ２７ ―



（
１８
）
今
村
鞆
『
人
蔘
史

第
二
巻

人
蔘
政
治
篇
』（
思
文
閣

一
九
七
一
、
初
版
は

一
九
三
五
）
七
七
頁
。

（
１９
）
田
代
和
生
「
日
朝
貿
易
に
お
け
る
白
糸
・
絹
織
物
の
輸
入
と
京
都
販
売
」（『
史

学
雑
誌
』
第
八
七
編
第
一
号

一
九
七
八
）
四
四
頁
。
前
掲
田
代
『
近
世
日
朝

通
交
貿
易
史
の
研
究
』
第
十
三
章
。

（
２０
）
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
往
復
書
状
扣

支
配
方
」
記
録
類
Ⅱ

支
配
方

Ａ
②
│
１０
。

（
２１
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
書
状
控
（
寛
保
３
年
頃
〜
延
享
２
年
閏
１２
月
２０

日
）」
宗
家
２
│
１６３
。

（
２２
）
対
馬
藩
で
は
、
一
定
の
額
を
定
め
て
、
特
定
の
銀
主
・
商
人
と
常
に
借
銀
や
代

物
を
取
引
す
る
こ
と
を
、「
株
立
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
御
拜
借
金
并
御
納
戸

銀
其
外
江
戸
京
大
坂
御
國
ニ
而
諸
方
御
借
銀
覚
帳
」
と
い
う
史
料
に
は
、
大
坂

銀
主
の
鴻
池
・
泉
屋
・
綷
屋
に
つ
い
て
、「
株
立
候
御
用
銀
此
上
出
銀
不
仕
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
鴻
池
ら
が
常
に
一
定
額
の
出
銀
を
す
る
と
い
う

形
で
は
、
借
銀
に
応
じ
て
く
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
「
御
拜
借
金
并
御
納
戸
銀
其
外
江
戸
京

大
坂
御
國
ニ
而
諸
方
御
借
銀
覚
帳
」
記
録
類
Ⅲ

勘
定
関
係
Ⅰ
│
３３
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
に
関
西
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
一
部

を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
り
、
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗

資
料
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く

感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伊
丹
市
立
博
物
館
嘱
託
職
員
）

― ２８ ―


